
LIN・CAN スタータキット                      〒060-0042 札幌市中

TEL０１１・６４０・８８００ FAX０１１・６４０・８８０１ お問合せはE-mail：support@hokutoden

  LIN・CAN スタータキット 定価 ¥35,000（税別） 

複数接続でネットワークシステム 
CAN・LIN の評価環境として 
ルネサステクノロジ製 H8S シリーズ 

H8S/2612F 実装ボードに 
CAN ドライバ IC・LIN ドライバ IC を搭載 

Ｃコンパイラ・アセンブラ、モニタソフト  
内蔵 ROM への書込みソフトが付属、すぐに使える 

● ネットワークでの書込みや通信を使用したシステム構築が可能です 
● 評価用 LED、スイッチ実装 
● 内蔵ＲＯＭへの書込みソフト UPLOAD2612 付属 
● F-ZTATTM

Ｉ／Ｆ（20P）から弊社オンボードプログラマでも書込み可能 
● ＨＣＡＮサンプルプログラム「ＴＥＳＴ．Ｃ」付属 

バッチファイル実行で、コンパイル可能です。実行はモニタでロード後、実行コマンドで

FFE200番地から実行します。ＣＰＵ内蔵ＲＯＭへの転送は、ベクタ領域等の設定プログラ

ムを追加し、プログラム領域をフラッシュ領域へ変更することが必要です。 
複数接続について 
●バスを通してＡＣアダプタより電源供給する 

…付属ＡＣアダプタ１個は本キットボード２～３枚程度の容量となります 
●各ボードにＡＣアダプタより電源供給する 

…接続枚数が多い場合は、各ボードへ供給されることをお勧めします 
●バスを使って書くボードへ接続する 

…DC+8V～+18Vと GNDを供給します 

ＣＰＵボード HSB8S2612ST 仕様概略 
ＣＰＵ Ｈ８Ｓ／２６１２Ｆ (HD64F2612F FP-80A) 
 内蔵ＲＯＭ １２８ＫＢ 内蔵ＲＡＭ ４ＫＢ 
クロック 20MHz 
ＣＡＮ PCA82C250T/N4（Philips）又は HA13721RP（ルネサステクノロジ

ＬＩＮ TLE6258G（Infineon） 
モニタソフト 出荷時ＣＰＵ内蔵ROM へ書き込み済み 
寸法 91.5×91.5mm 
ＤＣ電源電圧 ５Ｖ LED 点灯時 100mA 以下 実測値 
 ９Ｖ LED 点灯時 70mA 以下 実測値 
 ※ＬＩＮご利用時は付属ＡＣアダプタをご利用下さい 

本キット開発用ソフトについて 
本キット付属のＣコンパイラ・アセンブラは、オリジナルファイル形式「ＨＫＴファイル」を生

成致しますので、作成されたユーザプログラム等の書込みは本キット付属の書込み環

境（「UPLOAD2612」、MONITOR.MOT を使用した転送）をご利用下さい。Ｃコンパイラ・

アセンブラご利用時のユーザプログラム作成には別途エディタソフト（WORD、一太郎、

メモ帳、ワードパッド等）のご用意が必要です。 

モニタソフトについて 
出荷時に簡易モニタ「MONITOR.MOT」を内蔵 ROM へ書込み済みです。通信ソフトを

使用して CPU 内蔵 RAM へのプログラム転送やダンプ、メモリ内容の表示等が可能で

す。MONITOR.MOT は RXD2・TXD2 を使用します。J5 RS232C（10P）を付属RS232C ケーブ

ルを使用してPCのRS232Cポートへ接続します。ユーザプログラムを内蔵フラッシュＲＯＭへ転

送する場合には、「 UPLOAD2612」を使用しますが、その場合出荷時書込み済み

MONITOR.MOT は消去されます。再度ご利用になる場合は、付属ＣＤ収録の MONITOR.MOT
を UPLOAD2612 にて内蔵ROM へ転送されてご利用下さい。 

書込みソフト「UPLOAD2612」動作環境 
機種 ＤＯＳ／Ｖ機ないしその互換機 
対応ＯＳ Windows95 又は Windows98 日本語版 
PC 側 I/F RS232C（9P）１ch 

ルネサステクノロジ製H8S/2612F 
内蔵CAN による書換え 
アプリケーションノート対応製品 
製品内容 
CPU ボード HSB8S2612ST １枚 
ＣＤ  １枚 

※C コンパイラ・アセンブラ・書込みソフト 
モニタソフト・デモプログラム収録 

DC 電源ケーブル １本 
※片側コネクタ圧着済み 約 30cm 

専用 RS232C ケーブル  １本 
※DOS/V9P 仕様 約 1.5m 

ＡＣアダプタ 1 個 
取扱説明書 １部 
注意！ＣＤ収録のルネサステクノロジアプリケーションノー

トは本キットでの動作確認をしておりますが、ユーザ様の責

任のもとご活用下さい。 
央区大通西１６丁目３－７    株式会社  
shi.co.jp  最新情報はURL：http://www.hokutodenshi.co.jp 

） 

H8S/2612F 
モード７アドバンスト･シングルチップモード 

128KB

H'000000

H'01FFFF

H'FFE000

H'FFEFBF

H'FFF800

H'FFFF3F

H'FFFF80

H'FFFFBF
H'FFFFC0

H'FFFFFF

内蔵ROM

内蔵RAM

内蔵I/Oレジスタ

内蔵I/Oレジスタ

内蔵RAM

 

＜メモリマップ＞ 
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ＣＤ収録ソフトの使用方法 

シリアル通信でプログラム転送と実行・モニタ 
出荷時内蔵 ROM にはモニタプログラム

Monitor.mot が書込まれています。 
HyperTerminal 等シリアル通信ソフトを使

用して、内蔵RAM へのプログラム転送や

モニタが可能です。 
対応ファイル形式：MOT・HKT 
ターゲットボード：モード７ 
J10 2-3 ショート（RXD0 を J5 で使用） 
 

 
 

サンプル HCAN の転送と CAN 通信デモ 
出荷時の内蔵 ROM へモニタプログラム

Monitor.mot が書込まれた状態で、それぞ

れの内蔵 RAM へ HCAN フォルダ内の

test1.hkt・test2.hkt を転送、CAN の接続を

行ない、評価用スイッチで相互の LED 点

灯が確認可能です。 
内蔵 RAM への転送内容はボード電源を

OFF にすると消去されますので、電源の入

断にご留意下さい。 
ターゲットボード：モード７ 
J10 2-3 ショート（RXD0 を J5 で使用） 
 
 
 

ブートモードでの Upload2612 を使用した内蔵ＲＯＭ書込み 
内蔵 ROM にブートモードでプログラムを

転送します。内蔵ROMは全消去されて選

択されたプログラムを書込みます。

Monitor.mot の再書込みはこの方法で可

能です。 
対応ファイル形式：MOT・HKT  
ターゲットボード：ブートモード 
SW11 J2 FWR 側 
書込み操作中SW9 を押しながら SW10 を押す 
 
 

 
アプリケーションノート FlashCAN での書換え 

PC には付属 CD の Sample フォルダ

FlashCAN 内 setup.exe をダブルクリックし

FlashCAN.exe 及びその他のファイルをイン

ストールします。 
次に FlashCAN.exe を使用して、各ボードへ

scitocan.mot・sample1.motを書込み、右記の

接続で CAN 通信による内蔵 ROM 書換えを

行ないます。 
通信変換ボード（マスタ）…ScitoCan.mot 
ターゲットボード（スレーブ）…Sample1.mot 
Sample1.mot はユーザモードに対応した部

分書換え転送制御プログラムを含んだター

ゲットボード用プログラムです。 
対応ファイル形式：MOT 
ターゲットボード：ブートモードまたはユーザプログラムモード 
ブートモード…SW11 J2 FWR側 書込み操作中SW9を押しながらSW10を押す      FlashCANexe・ScitoCan.motのソースは収録されておりません  
ユーザプログラムモード…SW11 User 側、 J10 2-3 ショート（RXD0 を J5 で使用） 

 

収録ソフトは本キットでの動作確認済みですが、ご活用はユーザ様の責任のもとご利用下さい。 

SCI 

SCI←→HCAN 
通信変換ボード 
HSB8S2612ST 
ScitoCan.mot 

CAN バス ターゲットボード 
HSB8S2612ST 
Sample1.mot 

H8S/2612F 
H8S/2612F 

PC 

書換データ 
内蔵フラッシュメモリの内容を 

ユーザモードで書換え Data_00.mot 

FlashCAN 

詳細はCD収録H8S/2612Fアプリケーションノートをご覧下さい 

SCI 

ターゲットボード×２ 
HSB8S2612ST 
内蔵ROM ：Monitor.mot 

H8S/2612F 

test1.hkt 
test2.hkt シリアル通信でそれぞれ内蔵 RAM へ転送後、

CAN 接続を行なって実行 

H8S/2612F CAN バス 

PC 

通信ソフト 

Monitor.mot使用

内蔵RAM ：test1.hkt 

 

内蔵RAM ：test2.hkt 

 参考ソース 
test.c 収録 

Upload2612.exeのソースは

収録されておりません 

SCI 

ターゲットボード 
HSB8S2612ST 

H8S/2612F 

PC 

MOT・HKT 
シリアル通信で内蔵ROM へ転送 

Upload2612 

ブートモード（内蔵ROM は全消去されます） 

SCI 

ターゲットボード 
HSB8S2612ST 
内蔵ROM ：Monitor.mot 

H8S/2612F 

PC 

MOT・HKT 
シリアル通信で内蔵RAM へ転送・実行 

通信ソフト 

Monitor.mot使用

Monitor.mot のソースは

収録されておりません 
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1 
2 
3 

ボード配置図 
 

 

 
 

スイッチ・ジャンパについて 
ＳＷ１～８ 評価用スイッチ  ＰＦ０－ＰＦ７ 押すと ”Ｌ” 信号発生 
ＳＷ９ ＲＥＳＥＴ リセットスイッチ 
ＳＷ１０ ブートモード 

切替 
FWE=High、MD2=Low プログラミングモードブートモードとなります 必ず SW9 を押しながら操作して下さい 
付属モニタ「Upload2612」で書込みをされる際は画面ダイアログに従ってＳＷ９を押しながらＳＷ１０を押します 
（詳細は「Upload2612 での書込み操作方法」をご参照下さい） 

ＳＷ１１ モード切替 プログラミングモードと動作モードを切替えます 
User 側へスライド1-2 ショート…FWE=High プログラムモードのユーザモード固定となります 
J2 側へスライド2-3 ショート…FWE=Low 動作モードとなります 

Ｊ９ ＬＥＤ点灯 未使用時はオープンでのご利用をお勧めします 
Ｊ１０ ＲＸＤ０ 

レベル変換切

替 
 

Ｊ１＿29 より TTL レベルにて使用時  ⇒１－２ショート 
Ｊ１＿32 より RS232C レベル変換にて使用時 ⇒２－３ショート 

※ＴＸＤ0 も同様に J1_30 より TTL にて、J1_33 より

RS232C レベル変換にてご利用戴けます 
Ｊ１１ ＣＡＮ終端抵抗 複数接続の場合、接続された基板の内１枚でショートしてご利用下さい 
Ｊ１２ ＡＶＲＥＦ 

 
Ｊ４＿３７より入力の場合にオープン  
注意！Ｊ４＿３７へ AVREF を供給せずにオープンでご利用の場合、ＣＰＵを破損する場合があります 

Ｊ１３ ＤＣ電源 
入力切替 
 

Ｊ１３ ショート …ＬＩＮ評価時はＤＣ8-18V が必要となりますので、付属のＡＣアダプタをご利用下さい 
Ｊ１３ オープン …その他のご利用ではＤＣ+5V となりますので、Ｊ３より付属ケーブルにてご利用下さい 
注意！ Ｊ１３をショートのまま、Ｊ３及びＪ８双方へ電源供給をしないで下さい 

LED 点灯状況について 

BUSY…FWE=High で点灯 （内蔵ＲＯＭへのプログラム書込み可能なプログラムモード時に点灯） 

Ｊ８ ＤＣ電源入力

（+8~18V）

SW8  SW7   SW6  SW5  SW4  SW3  SW2  SW1 

H8S/2612F 

Ｊ４ Ｉ／Ｏバス 

Ｊ１ 拡張バス 

Ｊ２  
F-ZTAT Ｉ／Ｆ 

Ｊ５  
RS232C 

ＬＥＤ BUSY 

Ｊ１０ 

ＲＸＤレベル変換 

Ｊ１１  
ＣＡＮ終端抵抗 

Ｊ７ ＣＡＮ評価用Ｉ／Ｆ

Ｊ１３ 入力電源切替

Ｊ３ ＤＣ電源入力 
(+5V) 

SW９ RESET ＳＷ１~ＳＷ８ 評価用スイッチ 

評価用ＬＥＤ ＳＷ１０ 
F-ZTAT ブートモード切替スイッチ 

Ｊ１２ Avref 

Ｊ６ ＬＩＮ評価用Ｉ／Ｆ

1P 

2P 

2P

1P

Ｊ９ ＬＥＤ点灯

Ｊ１３をショートのまま、

Ｊ３及びＪ８双方へ電源

供給をしないで下さい 

注意！ 

1P 

ＳＷ１１ 
モード切替スイッチ 
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HSB8S2612ST コネクタ信号表 
Ｊ１ 拡張バス  Ｊ２ F-ZTATTM

インターフェース  Ｊ３ ＤＣ+5V 
1 GND 2 GND  1 RES 2 GND  1 GND 
3 N.C 4 N.C  3 FWE＿2 4 GND  2 DC+5V 
5 N.C 6 N.C  5 N.C 6 GND    
7 N.C 8 N.C  7 MD2＿2 8 GND    
9 N.C 10 N.C  9 N.C 10 GND    
11 CAN H 12 CAN L  11 N.C 12 GND    
13 N.C 14 N.C  13 N.C 14 GND    
15 N.C 16 N.C  15 TXD2 16 GND    
17 PA0/POE0 18 PB7/TIOCB5/PWOB  17 RXD2 18 N.C    
19 PB6/TIOCA5/PWOA 20 PB5/TIOCB4/PVOB  19 N.C 20 VCC    
21 PB4/TIOCA4/PVOA 22 PB3/TIOCD3/PUOB      
23 PB2/TIOCC3/PUOA 24 PB1/TIOCB3/PCO  Ｊ５ RS232C     
25 PB0/TIOCA3/PCI 26 PC7  1 N.C     
27 N.C 28 PC2/SCK0/IRQ4  2 N.C     
29 RXD0 (THRU) 30 TXD0 (THRU)  3 TXD2     
31 GND 32 RXD0  4 J5_6     
33 TXD0 34 FP7/CK  5 RXD2     
35 FP6 36 FP5  6 J5_4     
37 FP4 38 FP3  7 N.C     
39 FP2 40 FP1  8 N.C     
41 FP0 42 N.C  9 GND     
43 N.C 44 N.C  10 N.C     
45 N.C 46 N.C        
47 VCC 48 VCC        
49 GND 50 GND        

       
Ｊ４ Ｉ／Ｏ  Ｊ６ ＬＩＮ     
1 GND 2 GND  1 GND     
3 P17/PO15/TIOCB2/TCLKD 4 P16/PO14/TIOCA2/IRQ1  2 BATT     
5 P15/PO13/TIOCB1/TCLKC 6 P14/PO12/TIOCA1/ORQ0  3 BUS     
7 P13/PO11/TIOCD0/TCLKB 8 P12/PO10/TIOCC0/TCLKA        
9 P11/PO9/TIOCB0 10 P10/PO8/TIOCA0  Ｊ７ ＣＡＮ     
11 AN00 12 GND  1 CAN L     
13 AN01 14 GND  2 CAN H     
15 AN02 16 GND  3 N.C     
17 AN03 18 GND        
19 AN04 20 GND        
21 AN05 22 GND        
23 AN06 24 GND        
25 AN07 26 GND  ＜実装コネクタ＞    
27 AN08 28 GND  Ｊ１ H310-050P IPI 50P ● 
29 AN09 30 GND  Ｊ２ FL20A2MA 沖電線 20P ◆ 
31 AN10 32 GND  Ｊ３ CLP2502-0101 SMK 2P 
33 AN11 34 GND  Ｊ４ H310-050P IPI 50P ● 
35 GND 36 GND  Ｊ５ H310-010P IPI 10P ● 
37 VREF 38 VCC  Ｊ６ CLP2503-0101 SMK 3P 
39 PD0 40 PD1  Ｊ７ CLP2503-0101 SMK 3P 
41 PD2 42 PD3         
43 PD4 44 PD5  ◆…MIL 規格2.54 ピッチボックスプラグ アングル・ラッチ付 
45 PD6 46 PD7  ●…MIL 規格2.54 ピッチボックスプラグ ストレート 
47 VCC 48 VCC        
49 GND 50 GND        
注意！ピン番号配置はボード配置図で必ずご確認下さい 
 

 

F-ZTATTM はルネサステクノロジの商標です。Windows95 及び Windows98 はマイクロソフト社の製品です。 

本キット付属の参考ソフトは動作確認済みではありますが、ご活用はユーザ様の責任とご判断においてご利用下さい。 

Ｊ８ ＤＣアダプタ 
+8V～+19V 

 

１P 
 
２P 

2P 

10P 

9P 

１ 
２ 
３ 

１ 
２ 
３ 


	本キット開発用ソフトについて
	モニタソフトについて
	書込みソフト「UPLOAD2612」動作環境
	ＣＤ収録ソフトの使用方法
	
	シリアル通信でプログラム転送と実行・モニタ
	サンプルHCANの転送とCAN通信デモ
	ブートモードでのUpload2612を使用した内蔵ＲＯＭ書込み
	アプリケーションノートFlashCANでの書換え

	ボード配置図
	スイッチ・ジャンパについて
	LED点灯状況について

	HSB8S2612STコネクタ信号表

